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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第２四半期連結
累計期間

第35期
第２四半期連結
会計期間

第34期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高 千円 17,517,3498,073,98236,277,537

経常利益又は経常損失（△） 千円 △328,828△239,660 148,894

四半期（当期）純利益又は純損失（△） 千円 △955,306△828,603 7,924

純資産額 千円 － 18,040,31519,176,347

総資産額 千円 － 21,618,78222,523,793

１株当たり純資産額 円 － 1,600.371,698.10

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は純損失金額（△） 円 △84.63 △73.43 0.70

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額 円 － － －

自己資本比率 ％ － 83.45 85.14

営業活動によるキャッシュ・フロー 千円 △457,405 － △528,333

投資活動によるキャッシュ・フロー 千円 205,995 － 328,114

財務活動によるキャッシュ・フロー 千円 △190,689 － △235,216

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 千円 － 6,567,7057,009,449

従業員数 人 － 164 170

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第34期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。また、第35期の第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式も存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 164 (38)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー等を含む。）は、（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均

人員を外書きで記載しております。

 

(2) 提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 154 (38)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー等を含む。）は、（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 537,960 －
餌料・飼料の販売事業 191,264 －
その他の事業 － －

合計 729,224 －

　（注）１．鮮魚の販売事業は加工品の生産実績、餌料・飼料の販売事業はモイストペレットの生産実績であります。

２．金額は、販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 546,075 － 18,851 －
餌料・飼料の販売事業 190,526 － 4,533 －
その他の事業 － － － －

合計 736,601 － 23,384 －

　（注）１．鮮魚の販売事業は加工品の受注状況、餌料・飼料の販売事業はモイストペレットの受注状況であります。

２．金額は、販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

(3) 商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 4,393,461 －
餌料・飼料の販売事業 2,412,712 －
その他の事業 － －

合計 6,806,174 －

　（注）　金額は、仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

(4) 販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

鮮魚の販売事業 4,962,704 －
餌料・飼料の販売事業 3,036,517 －
その他の事業 74,760 －

合計 8,073,982 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．相手先別販売実績において、総販売実績に対する当該割合が10％を超える相手先はありません。

３．セグメント間の取引については相殺消去しております。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　尚、当該事項に関する詳細は、「第５　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項　（重要な後発事象）に記載し

ております。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　また、四半期報告制度は、平成20年４月１日以後開始する連結会計年度から適用されることとなるため、適用初年度

においては、対前年同期比較は行っておりません。

 

(1) 経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日～平成20年９月30日）におけるわが国経済は、原油・原材料価格

の高騰に加え、米国大手証券会社の破綻等、海外経済の急速な悪化による輸出の鈍化等が企業収益、個人消費を圧迫

し、景気の減速感が強まりました。

　また、当社グループを取り巻く養殖業界におきましても、消費低迷・餌代等の生産コストの上昇により、経営環境

は依然厳しい状況が続いております。

　この様な状況の中、鮮魚、餌料・飼料共に販売価格は上昇するも、水産物消費の低迷、餌代高騰による給餌削減、給

餌意欲の減退等の影響により販売数量が大幅に減少したことから、売上高は80億73百万円となりました。

　また、利益面でも、販売数量減少に伴う利益減少に加え、売上運賃・容器代・燃料費等の販売費の増加や貸倒引当

金の追加計上、繰延税金資産の全額取り崩しにより、営業損失は２億24百万円、経常損失は２億39百万円、四半期純

損失は８億28百万円となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

［鮮魚の販売事業］

　品目別売上高状況は次のとおりであります。

区分
平成20年３月期
第２四半期金額
（百万円）

平成21年３月期
第２四半期金額
（百万円）

対前年同期比較
金額差異
（百万円）

増減率
（％）

数量差異
（トン）

価格差異
(円/1㎏当り）

商品

タイ － 893 － － － －
ハマチ － 710 － － － －
カンパチ － 1,609 － － － －
雑魚（養殖魚） － 431 － － － －
雑魚（天然魚） － 455 － － － －
稚魚 － 274 － － － －
その他 － 22 － － － －

製品
加工品 － 534 － － － －
人工ふ化稚魚 － 29 － － － －
合計 － 4,962 － － － －

 

　「鮮魚の販売事業」では、水産物消費の低迷の影響により、タイを除く全ての品目で販売数量が減少し減収となり

ました。また、利益面でも、販売数量減少に伴う利益減少に加え、売上運賃・容器代・燃料費等の販売費の増加や貸

倒引当金の当該セグメントへの配賦等の影響も加わり大幅減益となっております。

　この結果、売上高は49億62百万円、営業損失は３億38百万円となりました。
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［餌料・飼料の販売事業］

　品目別売上高状況は次のとおりであります。

区分
平成20年３月期
第２四半期金額
（百万円）

平成21年３月期
第２四半期金額
（百万円）

対前年同期比較
金額差異
（百万円）

増減率
（％）

数量差異
（トン）

価格差異
(円/1㎏当り）

商品

生餌 － 1,143 － － － －

配合飼料 － 1,655 － － － －

その他 － 46 － － － －

製品 モイストペレット － 190 － － － －

合計 － 3,036 － － － －

 

　「餌料・飼料の販売事業」では、餌代高騰による給餌削減、給餌意欲の減退等の影響により、生餌の販売数量が大

幅に減少し減収となりました。また、利益面でも、生餌の販売数量減少に伴う利益減少に加え、貸倒引当金の当該セ

グメントへの配賦の影響により減益となっております。

　この結果、売上高は30億36百万円、営業利益は１億14百万円となりました。

 

［その他の事業］

　当社の子会社四急運輸株式会社の運輸事業に係る業績は、売上高は74百万円、営業損失は２百万円であります。

 

(2) 財政状態の分析

（総資産）

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ９億５百万円減少の216億18百万円となりま

した。この主な要因は、受取手形及び売掛金（８億19百万円の増加）、商品及び製品（２億89百万円の増加）等の増

加要因はあるものの、投資その他の資産（９億48百万円の減少）及び貸倒引当金の積み増し（△５億９百万円の増

加）によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ２億31百万円増加の35億78百万円となりま

した。この主な要因は、流動負債で支払手形及び買掛金（４億98百万円）の増加によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ11億36百万円減少の180億40百万円となりまし

た。この主な要因は、利益剰余金（11億36百万円）の減少によるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の増加及び税金等

調整前四半期純利益の減少等により、前第１四半期連結会計期間末に比べ１億53百万円減少し、当第２四半期連結

会計期間末には65億67百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は１億59百万円となり、これは主に売上債権の増加によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は15百万円となり、これは主に貸付金の回収によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は９百万円となり、これは主に自己株式の取得に伴う支出によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動 

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は１百万円であります。

　尚、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

①　経営成績に重要な影響を与える要因

　最近では、有価証券報告書　第２「事業の状況」４「事業等のリスク」に記載しているリスク要因に加え、

「売掛債権等の貸倒リスク」や「減損会計適用の影響によるリスク」等も要因に挙げられます。

　特に、売掛債権等の貸倒リスクについては、与信管理の厳格化及び貸倒引当金の積み増し等の対応策をとって

おりますが、著しい魚価の低下、養殖魚の斃死等による在庫棄損が生じた場合には、当該生産者にあっては貸倒

リスクが高まる可能性があります。

　また、減損会計適用の影響によるリスクについても、当社グループの事業資産の価値（時価）が大きく下落し

たり、収益性の低下等で投資額の回収が見込めなくなった場合においては、減損処理を行うことで経営成績に

影響を及ぼす可能性があります。

 

②　経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く養殖業界は、漁業就業者の減少に加え、少子・高齢化問題、更に生産物（養殖魚）の

価格低迷や餌代・燃料費等の生産コストの上昇により、経営環境は依然厳しい状況が続いております。

　また、最近の消費動向では生活環境や消費スタイル、消費者ニーズなども急激に変化し、若い世代を中心とし

た「魚離れ」の進行、消費者物価の上昇等の影響で消費低迷が続いております。

　この様に経営環境は大変厳しい状況にありますが、今後も収益の確保と営業力の強化を重要課題と位置づけ、

経営の効率化推進、人材の育成並びに社員の意識改革など、現状における経営課題等への迅速な対応・改善を

図り、また、生産者・市場関係者（消費者）からのニーズを的確に捉え、商品の付加価値を見出し、顧客（生産

者・市場関係者等）との関係強化に努め、バランスのとれた経営実現に向け取り組んでまいります。

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

　四半期報告書提出日現在において判断した当社グループの経営者の問題認識と今後の方針につきましては、上記

「(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題」並びに「(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現

状と見通し」に記載のとおりであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修及び除却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,556,084 11,556,084ジャスダック証券取引所 －

計 11,556,084 11,556,084 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年９月30日　 － 11,556,084－ 2,187,615－ 2,521,825
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(5) 【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 笠岡　繁樹  愛媛県宇和島市 2,043 17.69

 笠岡　信夫  愛媛県宇和島市 1,119 9.69

 笠岡　伸一  愛媛県宇和島市 837 7.25

 有限会社シンセイ  愛媛県宇和島市築地町２丁目７番11号 728 6.30

 笠岡　泰文  愛媛県宇和島市 546 4.73

 株式会社伊予銀行  愛媛県松山市南堀端町１番地 477 4.13

 クレディ　スイス　ユーロ　ピー

ビー　クライエント　エスエフ

ピー　ブイエル

 ONE CABOT SQUARE LONDON E14 4QJ323 2.80

（常任代理人

　シティバンク銀行株式会社　証

券業務部）

 （東京都品川区東品川２丁目３－14）

 ユービーエス（ルクセンブル

グ）エス．エイ

 33A AVENUE J.F.KENNEDY,L-1855

LUXEMBOURG

314 2.72

（常任代理人

　シティバンク銀行株式会社　証

券業務部）　 

 （東京都品川区東品川２丁目３－14）

 ノーザン　トラスト　カンパニー

（エイブイエフシー）サブ　アカ

ウント　アメリカン　クライアン

ト

 50 BANK STREET CANARY WHART LONDON

E14 5NT UK

208 1.81

（常任代理人

　香港上海銀行東京支店　カスト

ディ業務部） 

 （東京都中央区日本橋３丁目11－１）

 エスジーエスエス／エスジー

ビーティー　ルクス

 SOCIETE GENERALE 29 BOULEVARD

HAUSSMANN PARIS-FRANCE

191 1.66

（常任代理人

　香港上海銀行東京支店　カスト

ディ業務部） 

 （東京都中央区日本橋３丁目11－１）

計 － 6,790 58.76

　（注）　上記のほか、自己株式が283千株あります。
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(6) 【議決権の状況】

 ①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     283,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  11,203,600 112,036 －

単元未満株式 普通株式      69,084 － －

発行済株式総数 11,556,084 － －

総株主の議決権 － 112,036 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヨンキュ

ウ

愛媛県宇和島市築

地町２丁目318番

地235

283,400 － 283,400 2.45

計 － 283,400 － 283,400 2.45

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 500 519 625 611 511 496

最低（円） 479 469 491 475 470 440

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　

(1) 役職の異動

 新役名  新職名  旧役名  旧職名  氏名  異動年月日

 常務取締役  営業二部長  取締役  餌料部長  楠本　憲男  平成20年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　尚、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第

１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,282,605 10,219,249

受取手形及び売掛金 6,687,076 5,867,095

有価証券 202,384 100,092

商品及び製品 537,885 248,200

仕掛品 － 106,664

その他のたな卸資産 13,655 14,211

繰延税金資産 － 290,349

短期貸付金 1,086,553 1,373,046

その他 114,751 104,373

貸倒引当金 △1,239,856 △717,622

流動資産合計 17,685,055 17,605,661

固定資産

有形固定資産 ※1
 2,045,577

※1
 2,093,097

無形固定資産 10,719 11,848

投資その他の資産

その他 ※2
 2,338,502

※2
 3,287,313

貸倒引当金 △461,073 △474,128

投資その他の資産合計 1,877,429 2,813,185

固定資産合計 3,933,727 4,918,132

資産合計 21,618,782 22,523,793

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,284,600 1,786,403

未払法人税等 8,469 208,175

賞与引当金 31,576 35,369

その他 402,644 440,754

流動負債合計 2,727,289 2,470,702

固定負債

退職給付引当金 154,627 160,437

役員退職慰労引当金 647,490 716,306

その他 49,060 －

固定負債合計 851,178 876,743

負債合計 3,578,467 3,347,446

純資産の部

株主資本

資本金 2,187,615 2,187,615

資本剰余金 2,521,825 2,521,825

利益剰余金 13,567,748 14,703,786

自己株式 △312,292 △302,038

株主資本合計 17,964,896 19,111,187

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 75,418 65,159

評価・換算差額等合計 75,418 65,159

純資産合計 18,040,315 19,176,347

負債純資産合計 21,618,782 22,523,793
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(2) 【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 17,517,349

売上原価 15,344,000

売上総利益 2,173,349

販売費及び一般管理費 ※1
 2,537,295

営業損失（△） △363,945

営業外収益

受取利息 63,987

受取配当金 3,826

投資不動産賃貸料 32,408

その他 27,673

営業外収益合計 127,895

営業外費用

支払利息 2,533

投資不動産賃貸費用 14,523

投資事業組合運用損 67,343

その他 8,377

営業外費用合計 92,778

経常損失（△） △328,828

特別利益

固定資産売却益 300

退職給付引当金戻入額 11,244

特別利益合計 11,544

特別損失

固定資産売却損 646

固定資産除却損 626

減損損失 41,828

特別損失合計 43,101

税金等調整前四半期純損失（△） △360,385

法人税、住民税及び事業税 4,832

法人税等調整額 590,088

法人税等合計 594,921

四半期純損失（△） △955,306
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 8,073,982

売上原価 7,115,803

売上総利益 958,179

販売費及び一般管理費 ※1
 1,182,245

営業損失（△） △224,066

営業外収益

受取利息 31,465

受取配当金 1,881

投資不動産賃貸料 15,051

その他 11,286

営業外収益合計 59,685

営業外費用

支払利息 1,047

投資不動産賃貸費用 6,296

投資事業組合運用損 67,343

その他 592

営業外費用合計 75,279

経常損失（△） △239,660

特別利益

固定資産売却益 50

退職給付引当金戻入額 11,244

特別利益合計 11,294

特別損失

固定資産売却損 328

固定資産除却損 334

減損損失 41,828

特別損失合計 42,491

税金等調整前四半期純損失（△） △270,857

法人税、住民税及び事業税 2,232

法人税等調整額 555,513

法人税等合計 557,745

四半期純損失（△） △828,603
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △360,385

減価償却費 69,468

減損損失 41,828

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,810

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △68,815

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,793

貸倒引当金の増減額（△は減少） 509,179

受取利息及び受取配当金 △67,813

支払利息 2,533

固定資産売却損益（△は益） 346

固定資産除却損 626

投資不動産賃貸収入 △32,408

投資不動産賃貸費用 14,523

売上債権の増減額（△は増加） △752,558

たな卸資産の増減額（△は増加） △182,464

仕入債務の増減額（△は減少） 498,196

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,677

その他 △1,813

小計 △329,482

利息及び配当金の受取額 76,876

利息の支払額 △2,533

法人税等の支払額 △202,265

営業活動によるキャッシュ・フロー △457,405

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △5,100

有価証券の償還による収入 100,000

投資有価証券の取得による支出 △206,799

有形固定資産の取得による支出 △66,037

有形固定資産の売却による収入 7,713

無形固定資産の取得による支出 △242

投資不動産の賃貸による収入 32,408

投資不動産の賃貸による支出 △7,844

貸付けによる支出 △439,083

貸付金の回収による収入 682,197

その他 108,783

投資活動によるキャッシュ・フロー 205,995

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △10,332

自己株式の売却による収入 34

配当金の支払額 △180,390

財務活動によるキャッシュ・フロー △190,689

現金及び現金同等物に係る換算差額 355

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △441,743

現金及び現金同等物の期首残高 7,009,449

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,567,705
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法によ

る低価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　この変更に伴う損益に与える影響はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

【会社等の財政又は経営の状態等に関する事項で、当該企業集団の財政状態及び経営成績の判断に影響を与えると認

められる重要なもの】

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　平成20年度税制改正において、減価償却資産の耐用年数等に関する省令が改正されたことに伴い、資産の利用状況等を

見直した結果、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数を４～13年から５～12年に変更しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が1,090千円減少しており

ます。

　尚、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,665,751千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,677,479千円で

あります。

※２　投資不動産の減価償却累計額は、309,758千円であり

ます。

※２　投資不動産の減価償却累計額は、303,079千円であり

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

販売手数料 228,373千円

売上運賃 627,824 

容器代 202,306 

貸倒引当金繰入額 509,179 

給料手当 262,966 

賞与引当金繰入額 23,525 

退職給付費用 7,155 

役員退職慰労引当金繰入額 14,621 

減価償却費 48,821 

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

販売手数料 108,320千円

売上運賃 282,350 

容器代 90,295 

貸倒引当金繰入額 222,167 

給料手当 121,906 

賞与引当金繰入額 16,808 

退職給付費用 3,578 

役員退職慰労引当金繰入額 6,643 

減価償却費 25,674 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 10,282,605千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△3,714,900

 

現金及び現金同等物 6,567,705 

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

 

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　11,556 千株　

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　   283 千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 180,685 16平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

該当事項はありません。　　

　

５．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
鮮魚の販売
事業
（千円）

餌料・飼料
の販売事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 4,962,7043,036,51774,7608,073,982 － 8,073,982

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 74,674 74,674(74,674) －

計 4,962,7043,036,517149,4348,148,656(74,674)8,073,982

営業利益又は営業損失（△） △338,283114,850△2,345△225,778 1,712△224,066

  

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
鮮魚の販売
事業
（千円）

餌料・飼料
の販売事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 12,085,5525,308,441123,35417,517,349 － 17,517,349

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 151,263151,263(151,263) －

計 12,085,5525,308,441274,61817,668,613(151,263)17,517,349

営業利益又は営業損失（△） △565,709201,416△2,942△367,235 3,290△363,945

　（注）１．事業区分は、当社及び連結子会社が行う事業の類似性を考慮して決定しております。

２．各区分に属する主要な品目は次のとおりであります。

部門 主要品目

鮮魚の販売事業 タイ、ハマチ、カンパチ、雑魚（天然魚含む）、稚魚、人工ふ化稚魚、加工品

餌料・飼料の販売事業 生餌、配合飼料、モイストペレット等

その他の事業 一般貨物自動車

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４．会計方針の変更及び追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　平成20年度税制改正において、減価償却資産の耐用年数等に関する省令が改正されたことに伴い、資産の利

用状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数を４～13年から５～12年に変更

しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間における「鮮魚の販売事業」

の営業損失は1,123千円減少し、「餌料・飼料の販売事業」の営業利益は32千円減少しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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（有価証券関係）

前連結会計年度（平成20年３月31日）　

　その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1) 株式 301,857 417,266 115,409

(2) 債券    

国債・地方債等 99,990 99,880 △110

社債 303,757 303,342 △415

その他 － － －

(3) その他 95,448 89,904 △5,544

合計 801,053 910,392 109,339

　（注）　当連結会計年度において、その他有価証券で時価のある株式について10,928千円減損処理を行っております。

　尚、有価証券の減損に当たっては、連結会計年度末における時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に

は「著しく下落した」ものとし、時価の推移及び発行体の財政状態等を勘案して回復可能性を判断し、回復の見

込みが明らかな場合を除き減損処理の対象としております。

 

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）　

　その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計
上額（千円）

差額（千円）

(1) 株式 305,583 441,689 136,106

(2) 債券    

国債・地方債等 99,992 99,740 △252

社債 405,248 404,381 △867

その他 － － －

(3) その他 95,448 84,960 △10,488

合計 906,273 1,030,771 124,498

　（注）　当第２四半期連結会計期間において、減損処理は実施しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １．１株当たり純資産額

 当第２四半期連結会計期間末
 （平成20年９月30日）

 前連結会計年度末
 （平成20年３月31日）

１株当たり純資産額  1,600.37 円 １株当たり純資産額  1,698.10 円

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 18,040,315 19,176,347

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
－ －

普通株式に係る四半期末（期末）の純資

産額（千円）
18,040,315 19,176,347

１株当たり純資産額の算定に用いられた

四半期末（期末）の普通株式の数

（千株）

11,272 11,292

 

 ２．１株当たり四半期純損失金額

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年９月30日）

　当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△）  △84.63 円 １株当たり四半期純損失金額（△）  △73.43 円

　尚、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式も存在しないため記載しておりません。

　尚、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式も存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（△）（千円） △955,306 △828,603

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）　（千

円）
△955,306 △828,603

期中平均株式数（千株） 11,288 11,283
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（重要な後発事象）

　平成20年10月30日開催の当社取締役会において、「日振島アクアマリン有限責任事業組合」の設立及びその具

体的な契約内容について決議致しました。

(1) 新規事業の内容について

株式会社ヨンキュウと日振島漁業協同組合の組合員３名の共同出資により、「日振島アクアマリン有限責

任事業組合」を設立し、当組合がマグロ養殖事業を開始する。

尚、当社出資額は9,970,000円（出資割合は99.7％）とする。

(2) 新規事業開始の時期について

本組合の存続期間は、平成20年11月10日から平成41年2月末日までとする。

(3) 当該新規事業が営業活動に及ぼす重要な影響について

当該新規事業が、当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。

 

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ヨンキュウ(E02765)

四半期報告書

24/25



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月11日

株 式 会 社　ヨ ン キ ュ ウ

取 締 役 会　　御 中
 

あらた監査法人
 

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 高　濱　　　滋　

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨンキュウ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨンキュウ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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